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会 

議 

名 

 

（仮称）市民参画条例策定委員会グループ会議 月曜日グループ（要旨） 

日

時 

平成１９年９月１０日（月） 

午後７時００分～９時００分 
場  所 

市役所東館７階 ７０１会議室 

月曜日グループ ５名（伊藤、岩波、上川、園部、福岡、森田、） 

職員 １名（和田） 
出

席

者  

 内  容  

１．各地域・NPO・各種団体との意見交換会を終えて 

  ・全体的に中間まとめの周知不足があったのではないか。参画条例とは何かの質問が多かった 

  ・地域コミュニティ関連（地区市民協議会等）の質問が圧倒的に多かったように思う。 

  ・条例が本当に活かされるようにしないといけない。 

  ・意見交換を行う中で我々の考えと中間まとめの７・８・９章のあたりは差があるように感じ

   た。 

  ・「市民の定義」について、他市からボランティアなどで西宮に来る人をどうするのか。 

  ・意見交換会でも市民の責務はどうかとする意見があった。もう一度検討するべきである。 

  ・行政サービス登録制度や市民協働事業提案制度についても、これから具体的にどうするかの

議論が必要。 

  ・政策提案制度の人数をどうしていくか考える必要がある。意見交換でも少数派と多数派の両

方の意見があった。 

 

２．意見交換会で出された意見について 

  ◇意見集約の方法 

  ・多くの意見をもらっているので、分類してどういう意見があったかを把握する必要がある。 

  ・もらった意見を中間まとめと照らし合わせ、取り入れて行くかの検討をする。 

  ◇意見の分類方法 

・①全体・②参画・③協働・④コミュニティ・⑤その他の５つに分類する。 

  ・中間まとめの“章”別に分類する 

  ◇回答の方法について 

  ・一つひとつの意見に回答を出すのは時間的にも無理がある。 

  ・提言を作成するうえで参考とすればいいのではないか。 

  ・同じような質問は省いて考えていけばいい。 

  ・重要な質問をピックアップして回答していく 
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  ◇意見の公表方法について 

  ・もらった意見は広く共有して行く必要がある。全てを市政ニュースなどに掲載して広く知ら

せることが必要ではないか。 

  ・重要な意見だけをピックアップして公表すればいい。 

  ・内容別に要点をまとめた意見集みたいなのを作成する 

  ・まとめたり集約するのも時間がかかる。 

 

 次回までに出された意見を読んで分類し、意見交換のまとめを個人で考えてみる 

 

 ☆その他 

 提言を出した後、条文化は行政の仕事になると思うが、その過程で意見をいえるのか 

 

 

 次回９月２４日は６：００～ 

  

 


